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（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業基本設計

第１波の到達時間

震 源 域

規　　模

震　　度

相模トラフ

マグニチュード8.7

３０年以内ほぼ０％

(2000年から3000年あるいはそれ以上の発生間隔)

想定地震

全県で震度７

６分

 11.5ｍ（到達時間12分）※江の島沖合３０ｍ

最大浸水面積

最大津波高さ

4.7K㎡

特　　徴
20分後以降は高さ2m前後の津波である。

※第１波の到達時間は、海岸までの時間を示す。 

※最大津波高さは海面からの高さを示す。

発生確率

発生後40分後くらいまでに繰り返し押し寄せる。

（２）想定津波の水位変動及び到達時間

最大津波

（ｍ）

高さ

 相模トラフ沿いの海溝型地震（西側モデル）

５

４

３

２

１

　－松田断層帯地震の連動地震

　地震（西側モデル）

　地震（中央モデル）

　相模トラフ沿いの海溝型

　相模トラフ沿いの海溝型

地震

11.5

10.8

 9.9

 9.8

 8.6

元禄関東地震タイプ

元禄関東地震タイプと国府津

慶長型地震

片瀬漁港海岸（片瀬地区）

最大津波高さ7.9m

最大津波到達時間11分

最大津波到達時間12分

最大津波高さ11.5m

湘南港海岸（藤沢地区）

藤沢海岸（藤沢地区）

最大津波高さ8.8m

最大津波到達時間8分

計画地

・藤沢市

水
位

（
T
.
P
.
m
）

経過時間（分）

（湘南港海岸）
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平成２７年３月に公表した
　最大クラスの５つの津波

想定津波及び基準水位

１　想定津波の概要

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に伴う津波被害を踏まえ、最大クラスの津波を

津波浸水予想図

想定した「津波防災地域づくりに関する法律」（以下「法」という。）が定められました。この

２　基準水位
　令和３年３月２２日に神奈川県は、片瀬海岸３丁目地域を含む範囲を津波災害警戒区域とし

て指定し、津波による「せき上げ」も含めた高さである基準水位が示され、各地点における避

難場所に必要な高さが明確化されました。

を進めています。

法に基づき神奈川県は最大クラスの津波を検討し、津波浸水想定図を設定・公表しました。

神奈川県津波浸水想定検討会が平成２７年３月に公表した「津波浸水予想図」に基づき、本

市の地域防災計画において、最大クラスの津波被害をもたらす地震として、次のモデルを想定

津波としています。

　本市では、この経緯を踏まえて、津波避難が著しく困難な区域における津波避難施設の整備

（１）基準水位の概略

基準水位とは、法第５３条第２項に基づく水位で、津波の発生時における避難施設の避難

上有効な高さ等の基準となる水位です。具体的には、津波の浸水深に、津波が建物等に衝突

した際の水位の上昇（せき上げ）を加えた水位であり、地盤面からの高さ（水深）で示され

ます。津波から避難する上で、津波避難場所や津波避難施設等において、避難者を収容する

避難床等に必要な高さ（避難レベル）を明確化するための目安（基準）となる水位です。

なお、都道府県知事は、津波災害警戒区域の指定をするときは、当該指定の区域及び基準

水位を公示しなければならないことが、法第５３条第４項に規定されています。

（１）最大クラスの津波

令和5年6月藤沢市議会定例会

総務常任委員会

P.1
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計画地：

境
　

　
川

西浜橋

Ａ

3.7
護岸高さ

国
道
１
３
４
号
線

浸水方向

約2.7m

約2.1m

約2.2m

約1.7m

7.07.0

約3.5m

約1.4m

約2.0m

約2.0m

小
田
急
江
ノ
電
線

3.4

2.9
2.7

約2.7m

約2.7m

計
画
地

2.2 2.2 2.22.3

約3.0m

約3.4m

約3.2m

約3.1m

約2.9m

約3.1m

約2.9m

境川河口

浸水方向

約3.2m

約3.1m

約3.2m

地域断面線

凡例（最大津波時点）

Ａ
3.02.22.22.32.72.93.43.77.0 7.0

4.7 5.0

地域断面線

地域平面図

Ａ-Ａ 地域断面図 イメージ図

5.4

0.9

藤沢海岸

（藤沢地区）沖合30ｍ
津波高さ8.8ｍ

沖合30m海

計画地盤高

海 砂浜
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湘南港（江の島
（東側）沖合30m）
最大津波高さ11.5m

海

T.P.

（T.P.+9.1）

（T.P.+9.1）

（T.P.+9.7）

（T.P.+9.2）

（T.P.+9.1）
（T.P.+8.7）

（T.P.+7.2）

（T.P.+5.1）

（T.P.+5.4）

（T.P.+5.4）

（T.P.+5.4）

（T.P.+5.4）
（T.P.+5.4）

（T.P.+5.4）

（T.P.+5.2）

（T.P.+5.3）

（T.P.+5.1）

（T.P.+6.1）

（T.P.+5.9）

約T.P.+4.5

T.P.+：東京湾平均海面からの高さ（標高）

避難床

中間階

3
,
0
0
0

（T.P.+6.1）

（T.P.+5.6）

（T.P.+5.4）

（T.P.+5.5）

（T.P.+8.8）

約8.2m

約8.2m

境川河口付近

片瀬漁港

東防波堤

2
,
2
0
0

2
,
4
0
0

（T.P.+11.5）

河口で約7.40m
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号
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片
瀬
３
８
号
線

片
瀬
３
７
号
線

片
瀬
３
２
号
線

国
道

１
３

４
号

線

小
田

急
江

ノ
島

線

沖合３０ｍ

200 40 80 100ｍ60

T.P.+8.8

津波避難施設

（深水深2.6～3.2ｍ）

（基準水位　2.8～3.4ｍ）

※平成２７年３月神奈川県提供津波データーを基に藤沢市作成（一部推測値含む）

計画地盤高+7.05

計画地盤高+4.05

T.P.+9.40

（T.P.+9.40）

1
5
0
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,
0
5
0

7
,
0
5
0

藤沢海岸（西浜）

藤沢海岸（西浜）

（T.P.+8.8）

片瀬海岸３丁目

藤沢市片瀬海岸３丁目９番先

（T.P.+6.40）

平均GL+0.15

（T.P.+2.35）

（T.P.+7.4）

3.0

境川

基準水位

基準水位

浸水深

浸水深

  Project

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業基本設計

地域平面図及び地域断面図
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地上

スロープ
１分３０秒

屋上階避難床到達

１．０ｍ／秒
歩行速度

階段　３０秒

避難完了

最大６分３０秒

約1分30秒

約30秒

スロープ

階段

屋上階
避難床

藤
沢
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Ｎ
江
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片瀬海岸２丁目

西
浜
橋

西浜公園

小
田
急
江
ノ
島
線

↓ 藤沢海岸側

電
鉄
線

江
の
島

片瀬海岸３丁目

片瀬海岸３丁目

□ 案内図　1/5,000

境川

計画地

赤枠は対象範囲を示す

　東日本大震災に伴う津波被害を踏まえ定められた法律・基準等を基本にし、片瀬海岸

計画地

42m

84m

126m

168m

210m

  Project

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業基本設計

※上記 42mの算出方法は、歩行速度1.0m/秒をもとに

　ジグザグを考慮し、三平方の定理により√2により算出。
1

√2≒1.4142…

1

令和６年度令和５年度 令和８年度以降令和７年度

設計・工事発注 工事発注

建　築　工　事 建　築　工　事

運　　用 運　　用

基本・実施設計

指定緊急避難場所（津波）

　　用途地域：第一種低層住居専用地域

　　構造：鉄骨造２階建

　　用途：津波避難施設

　　敷地面積：963.25㎡

　　延べ床面積：約707㎡

　　計画地：片瀬海岸３丁目９番先

　　建築面積：約555㎡

　基本構想の考え方を踏襲し、基本設計では、次のようにコンセプトを設定しています。

　　（片瀬地区における避難困難区域の縮小を図ります。）

　　屋上階避難床：約440㎡（733人）

　　　　　　階段×１、スロープ×１

　　（区域住民の人数は、令和２年 国勢調査の結果により算出しています。）

（１）階段とスロープを併設し、多様な人々の避難に対応できる施設とします。

　また、非常照明設備を設け、停電後30分は蓄電池による照明の点灯が可能とします。

（２）階段とスロープには、蓄光材を設け、停電時でも避難可能となるようにします。

（３）周辺住環境・景観に配慮した計画とします。

（１）スロープは、ユニバーサル基準に準拠した勾配とします。

（２）階段の踏面は27㎝程度、蹴上は18㎝程度とします。

（３）サインは、色彩、書体をわかりやすくしたものとします。

（１）周辺の住宅環境に配慮し、暖色系を基調とした色を採用します。

（２）東南角には再生木のルーバーを設置し、圧迫感を軽減します。

（３）監視カメラを設置し防犯対策を講じます。

３丁目９番先津波避難施設基本構想の成果を踏まえて基本設計を行いました。

（１）敷地概要

（２）建物概要

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業

１　計画概要

２　基本設計のコンセプト

３　主な設備等

４ 津波避難行動の想定

５ ユニバーサルデザイン

６ 環境配慮

７ 事業スケジュール（予定）

　　その他：倉庫、

（３）中間階に設ける倉庫には、災害時に必要な備蓄資機材を保管します。

（４）倉庫内に多機能トイレ１箇所と、組立式トイレ設置スペース（８箇所）を確保します。

　備品として非常発電機を設け、非常回路の照明・コンセントの利用が可能とします。

（１）避難対象とする区域（上記案内図赤枠内）の全員が避難できる施設とします。

基本設計の概要

（２）防災訓練等の実施を通し、防災意識の向上を図る施設を目指します。

Ｇ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

避難施設地上到達

Ｇ

最長３００ｍ

歩行距離

避難想定距離

最大約５分

P.３
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東立面図（1/400） 西立面図（1/400）

中間階平面図（1/400）

イメージ図

△

隣地境界線

道路境界線

隣地

隣地

道
路

境
界

線
△

隣地

避難床

吹　抜 吹　抜

バルコニー

多機能
トイレ

中間階

倉庫

屋上階

（避難床）

地上平面図（1/400）

屋上階避難床平面図（1/400）

■屋上階避難床
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0
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5,000

隣
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境
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線

3,400
最大基準水位

▽設計GL

3,400

■門扉

最
高

高
さ

■階段

■スロープ
　1/12勾配
　車いす、高齢者等
　の避難に活用

　設計GL+4,050

　約143㎡

　避難人員：238人

■階段

　設計GL+7,050

　約440㎡

　避難人員：733人

　交差点周辺の環境配慮

■植栽

■再生木ルーバー
　周辺住環境に配慮し
　圧迫感を軽減

■植栽帯

　しての緑化ゾーン
　隣地との緩衝帯と

■階段

2,000

4
,
0
5
0

1
5
0

3
,
4
0
0

T.P. 6.4

T.P. 9.4

設計GL

T.P. 2.35

　開錠し進入可能
　戸の一部を破壊して
　普段は施錠

■出入口

　1/12勾配
　車いす、高齢者等
　の避難に活用

市道

　開錠し進入可能
　戸の一部を破壊して
　普段は施錠
■出入口

　・災害時に必要な

　・組立式トイレ設置
　　備蓄資機材を保管

　　スペースを確保

　車いす対応の他
　多機能に対応

■多機能トイレ 約4.6㎡

　約154㎡

1
,
2
0
0

8
,
2
5
0

■スロープ

■植栽帯
　隣地との緩衝帯としての
　緑化ゾーン

■中間階（避難床）

■倉庫

■バルコニー

  Project

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業基本設計

平面図及び立面図
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